
『
日
本
語
学
論
集
』
第
一

O
号

二
O
一
四
年
三
月

「欲」

の
訓
法
追
考

第
一
節

変
体
漢
文
の
言
語
と
そ
の
訓
法

平
安
時
代
、
殊
に
平
安
後
期
・
院
政
期
(
十
一
・
十
二
世
紀
)
の

日
本
語
に
お
い
て
、
源
氏
物
語
な
ど
の
和
文
と
、
漢
文
に
訓
点
を
差

し
て
訓
み
下
し
た
漢
文
訓
読
文
と
が
語
藁
・
語
法
な
ど
の
点
に
お
い

て
大
き
な
対
立
を
成
し
て
い
た
こ
と
は
、
築
島
裕
氏
ら
の
研
究
に
よ

り
一
般
に
知
ら
れ
る
所
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
、
貴
族
の
日
記
や
種

々
の
文
書
な
ど
主
と
し
て
実
用
的
文
章
の
書
記
に
用
い
ら
れ
た
変
体

漢
文
〔
註
こ
の
言
語
を
加
え
て
三
様
に
捉
え
る
こ
と
も
一
般
的
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
平
安
時
代
の
変
体
漢
文
は
漢
字
を
専
用
に
し
て
文
章

を
綴
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
語
順
も
漢
文
風
に
整
え
て
あ
る
(
峰
岸

明
氏
の
用
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
倒
置
記
法
」
)
こ
と
か
ら
、
一
見
す

る
と
漢
文
(
リ
中
国
語
文
)
の
よ
う
に
見
え
も
す
る
が
、
当
時
の
日

本
語
文
に
直
接
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
語
葉
・
語
法
(
例
え
ば
尊
敬

の
助
動
詞
と
し
て
の
「
給
」
「
被
」
等
の
使
用
)
や
、
稀
な
が
ら
仮
名

変
体
漢
文
解
読
の
た
め
に

田

中

早

大

の
混
用
も
見
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
飽
く
ま
で
も
日
本
語
文
を
表
記

し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
国
語
史
学
的
に
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
漢
字
表
記
か
ら
は
個
々
の
語
形
が
直
接
に
は
立
ち
現
れ
て

来
な
い
こ
と
か
ら
、
漢
字
列
か
ら
意
味
が
読
み
取
れ
れ
ば
良
か
っ
た

の
で
あ
り
必
、
ず
し
も
日
本
語
文
と
し
て
訓
み
下
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
疑
念
も
生
じ
得
る
の
で

あ
る
が
、
変
体
漢
文
の
各
々
の
語
の
背
後
に
日
本
語
の
語
形
の
存
す

る
こ
と
は
峰
岸
明
(
一
九
八
六
イ
)
、
同
(
二

O
O
三
)
等
で
主
張
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
稿
者
も
そ
れ
を
追
認
す
る
例
を
挙
げ
た
こ
と
が
あ

る
(
田
中
〈
二

O
二
ニ
イ
〉
)
。
先
述
の
よ
う
に
和
文
や
訓
読
文
と
並

び
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
、
「
変
体
漢
文
は
日
本
語
文
に
再
現
可

能
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
前
提
に
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

変
体
漢
文
を
訓
み
下
す
、
則
ち
変
体
漢
文
の
背
後
に
あ
る
日
本
語

文
を
再
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
定
訓
」
〔
註
三
と
い
う
概
念
を
基
礎
に

し
て
体
系
立
て
て
述
べ
た
の
は
周
知
の
通
り
峰
岸
明
氏
で
あ
り
、
解

読
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
手
順
が
峰
岸
(
一
九
八
六
イ
)
第
一
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部
第
二
章
等
で
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
後
の
研
究
者
も
基
本
的

に
そ
れ
に
則
っ
て
変
体
漢
文
を
訓
ん
で
い
る
と
言
っ
て
良
く
、
「
基
本

的
に
妥
当
と
す
べ
き
手
続
き
で
あ
っ
て
、
踏
襲
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
(
山

本
真
吾
〈
二

O
O
八
〉
)
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
の
研
究
成
果
と
し
て
、
平
安
時
代
の

変
体
漢
文
の
全
文
が
確
定
的
に
一
通
り
の
日
本
語
文
と
し
て
訓
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
訓
め
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、

変
体
漢
文
は
「
あ
る
程
度
読
め
る
と
い
う
「
緩
や
か
な
読
み
の
体
系
」

を
持
っ
た
資
料
と
し
て
柔
軟
に
扱
う
べ
き
」
(
堀
畑
正
臣
〈
二

O
O
六〉

十
二
頁
)
と
い
う
理
解
が
現
在
の
主
流
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

変
体
漢
文
内
部
の
漢
字
字
句
の
訓
み
が
一
通
り
に
推
定
で
き
な
い

要
因
は
(
文
意
、
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
場
合
を
除
い
て
も
)
幾
つ

も
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
次
の
如
き
ケ
l
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

①
品
詞
が
定
め
ら
れ
な
い
。

(
例
)
尊
重
之
処
・
・
・
「
尊
重
の
処
」
か
「
尊
重
す
る
(
せ
る
?
)

処
」
か
?

②
語
種
が
定
め
ら
れ
な
い
。

(
例
)
御
遊
・
・
・
オ
ホ
ム
ア
ソ
ピ
か
ギ
ヨ
ユ
ウ
か
?

※
ま
た

漢
語
の
場
合
に
は
呉
音
か
漢
音
か
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。

③
語
形
が
定
め
ら
れ
な
い
。

(
例
)
風
盛
吹
・
・
・
サ
カ
リ
ニ
か
サ
カ
ン
ニ
か
?

※
ア
ヤ
シ

ブ
と
ア
ヤ
シ
ム
の
如
き
も
の
も
あ
る
。

④
活
用
形
が
定
め
ら
れ
な
い
。

(
例
)
入
夜
馳
参
、
候
雲
上
・
・
・
終
止
形
か
連
用
形
か
0
・

⑤
所
謂
不
読
字
の
扱
い
が
定
め
ら
れ
な
い
。

(
例
)
召
人
之
処
・
・
・
「
人
を
召
す
処
」
か
「
人
を
召
す
の
処
」

か

?

⑥
当
該
字
が
複
数
の
和
訓
を
持
っ
て
い
る
。

最
後
の
⑥
の
場
合
に
つ
い
て
柳
か
詳
し
く
説
明
す
る
。
「
盛
」
字
に

お
け
る
サ
カ
リ
と
モ
ル
の
よ
う
に
、
品
詞
が
異
な
る
な
ど
意
味
の
違

い
が
明
瞭
な
も
の
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
一
字
、
が
同
じ
品
詞
の
和

訓
を
複
数
持
つ
よ
う
な
場
合
に
は
特
定
の
文
脈
に
お
い
て
も
択
一
が

必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
こ
の
ケ

l
ス
は
、
そ
れ
ら
複
数
の
和
訓
聞

の
意
味
の
ズ
レ
が
比
較
的
大
き
い
も
の
(
⑥
甲
)
と
、
比
較
的
小
さ

い
も
の
(
⑥
乙
)
と
に
、
更
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑥
甲
の
例

と
し
て
は
、
変
体
漢
文
で
は
な
い
が
「
不
審
修
」
(
金
沢
文
庫
本

群
書
治
要
巻
九
冨
斗
)
の
よ
う
な
例
が
判
り
易
い
。
「
者
」
は
(
清
濁

や
仮
名
遣
い
は
措
く
と
し
て
)
完
全
付
訓
と
な
っ
て
い
る
が
、
次
の

「
修
」
は
活
用
語
尾
と
見
ら
れ
る
ラ
し
か
加
点
が
な
い
。
こ
ち
ら
も

オ
ゴ
ル
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
が
、
観
智
院
本
名
義
抄
に
は

他
に
ホ
コ
ル
や
マ
サ
ル
と
い
っ
た
和
訓
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
(
仏
上

三
十
五
)
、
断
定
は
難
し
い
。

ま
た
⑥
乙
の
例
と
し
て
は
、
「
等
」
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

雑
人
等
(
享
禄
本
雲
州
往
来
。
?
品
)
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チ

汝
等
(
観
智
院
本
注
好
選
・
上
凶
二
以
)

こ
う
し
た
例
で
は
、
よ
り
「
定
訓
」
と
見
な
さ
れ
る
方
を
選
択
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
定
の
条
件
下
(
例
え
ば
右
の
例

で
は
、
ナ
ン
ダ
チ
と
い
う
固
定
化
し
た
語
形
の
存
在
)
で
、
そ
れ
と

は
別
の
和
訓
が
選
択
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
や
は
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
は
、

(
A
)
国
語
史
研
究
が
な
お
未
発
達
で
あ
る
故
に
訓

め
な
い
も
の
〔
註
三
〕
(
則
ち
平
安
時
代
人
に
は
常
識
的
に
訓
め
た
で
あ

ろ
う
も
の
)
と
、

(
B
)
変
体
漢
文
と
い
う
特
異
な
る
日
本
語
表
記
形

式
が
必
然
的
に
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
も
の
(
則
ち
平
安
時
代
人
に

も
確
定
的
に
は
訓
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
も
の
)
と
が
混
在
し
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
④
な
ど
は
、
読
み
手
ゃ
あ
る
い
は
書
い

た
当
人
が
後
で
見
返
す
場
合
で
さ
え
も
、
ど
の
活
用
形
を
想
定
し
て

書
い
た
の
だ
っ
た
か
思
い
出
せ
な
い
、
則
ち

(
B
)
に
収
ま
る
例
が
少

な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

(
B
)
の
要
素
が
あ
る
限
り
唯
一
無
二
の

「
訓
み
下
し
文
」
作
成
は
理
論
上
不
可
能
で
あ
る
が
、
前
者
の
要
素

を
一
つ
一
つ
潰
し
て
い
き
ゼ
ロ
に
近
付
け
て
い
く
こ
と
が
、
変
体
漢

文
の
言
語
的
性
格
を
探
る
前
提
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
作
業
は
、

変
体
漢
文
資
料
の
「
訓
み
下
し
文
」
を
作
成
す
る
こ
と
の
多
い
日
本

史
学
の
よ
う
な
他
分
野
の
学
問
に
と
っ
て
も
有
益
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
(
尤
も
国
語
史
学
の
成
果
が
直
ち
に
他
分
野
に
も
反
映

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
成
果
が
相
互
に
行
き
渡
る
た
め

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
が
)
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
欲
」
も
訓
み
の
定
め
か
ね
る
宇
と
し
て
知

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
因
は
先
述
の
分
類
で
言
う
⑥
乙
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
。

第
二
節

「欲」

の
訓
法
研
究
史

必
ず
し
も
変
体
漢
文
解
読
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
「
欲
」

字
の
訓
法
に
つ
い
て
は
国
語
史
学
上
の
先
行
研
究
が
少
な
か
ら
ず
存

す
る
。早

く
山
田
孝
雄
(
一
九
三
五
)
に
お
い
て
「
欲
」
字
に
願
望
の
み

な
ら
ず
将
然
の
用
法
(
後
述
)
が
あ
り
、
古
点
本
で
は
後
者
に
つ
い

て
ム
ト
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
世
(
「
恐
ら
く
は
江
戸
時
代
よ

り
な
る
べ
き
か
」
と
あ
る
)
に
は
、
用
法
に
関
わ
ら
ず
ホ
ツ
ス
と
訓

ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
門
前
正
彦
ご

九
六
三
)
で
も
、
古
く
複
数
種
の
訓
を
有
し
た
「
欲
」
が
後
世
ホ
ツ

ス
に
二
元
化
さ
れ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
各
時
代
の
妙
法
蓮

華
経
の
点
本
を
調
査
し
、
具
体
例
が
多
く
示
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。
そ
の
用
例
を
見
る
と
ム
ト
オ
モ
フ
と
い
う
訓
が
付
さ
れ
た

も
の
が
多
い
が
、
大
坪
併
治
ご
九
八
二
で
も
「
ム
ト
ス
と
讃
む

の
は
漢
籍
で
、
偽
書
で
は
ム
ト
オ
モ
フ
と
讃
む
こ
と
が
多
か
っ
た
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
七
三
五
頁
)
。

A
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小
林
芳
規
(
一
九
六
七
)
序
章
第
三
節
は
、
種
々
の
点
本
調
査
に

よ
り
、
資
料
の
種
類
に
伴
う
訓
法
の
違
い
を
提
示
し
た
こ
と
で
高
名

な
も
の
で
あ
る
、
が
、
「
欲
」
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
資
料
で
は
マ
ク
ホ
ツ

ス
・
コ
ト
ヲ
ホ
ツ
ス
乃
至
ム
ト
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏

典
と
和
化
漢
文
(
変
体
漢
文
)
で
は
ム
ト
オ
モ
フ
乃
至
ム
ト
ス
と
訓

ぜ
ら
れ
る
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
直
前
の
読
添
え
語
に
つ
い

て
「
「
ホ
ツ
ス
」
の
直
前
の
讃
添
の
語
は
「
マ
ク
」
又
は
「
コ
ト
ヲ
」

で
あ
り
、
「
オ
モ
フ
」
の
直
前
の
語
は
「
ム
ト
」
で
あ
っ
て
区
別
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
「
欲
」
に
付
訓
の
な
い
場
合
に
も
直
前
の
讃
添
語
の
相

違
に
よ
っ
て
匝
別
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
」
(
一

O
二
頁
)
と
さ
れ
る
。

但
し
同
書
で
は
ム
ト
ホ
ツ
ス
の
形
も
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
山
本
秀
人
(
一
九
九
一
)
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
久
遠
寺
本

本
朝
文
枠
な
ど
に
は
コ
ト
ヲ
オ
モ
ブ
の
加
点
も
あ
る
為
、
こ
の
「
読

添
語
の
相
違
に
よ
る
区
別
」
は
訓
読
語
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
も
の

で
は
な
い
。

峰
岸
明
(
一
九
八
六
イ
)
で
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
お
け
る
「
欲
」

に
つ
い
て
、
ム
ト
オ
モ
フ
と
ム
ト
ス
の
二
訓
が
あ
り
、
前
者
、
が
一
般

的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
後
者
に
つ
い
て
「
概
し
て
言
え
ば
、

「
欲
」
字
の
下
位
に
あ
る
動
詞
の
漢
字
表
記
を
音
讃
す
る
際
に
採
ら

れ
る
訓
法
の
よ
う
で
あ
る
」
(
三
五
三
頁
)
と
す
る
。
但
し
同
書
の
別

の
箇
所
で
は
「
雨
者
(
引
用
者
註
、
「
欲
」
の
ム
ト
オ
モ
フ
の
加
点
例
と
ム

ト
ス
の
加
点
例
は
)
同
一
の
語
の
表
記
で
あ
っ
て
、
右
(
引
用
者
註
、
ム

ト
ス
の
加
点
例
)
は
、
訓
讃
上
の
不
統
一
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
三
九
三
頁
)
。

山
本
秀
人
(
一
九
九
二
、
宇
都
宮
啓
吾
(
一
九
九
六
)
は
い
ず
れ

も
日
本
漢
文
で
あ
る
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
を
対
象
と
し
た
論
考
で
あ

る
が
、
山
本
論
文
は
、
基
本
的
に
同
資
料
の
「
欲
」
字
の
訓
法
、
が
オ

モ
フ
系
で
あ
り
、
ホ
ツ
ス
は
少
数
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
且
つ
ホ
ツ

ス
の
加
点
例
の
中
に
は
漢
籍
を
引
用
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
都
宮
論
文
で
も
、
「
欲
」
字
の
訓
法
は
全
体
を

通
じ
て
オ
モ
フ
系
が
主
で
あ
り
ホ
ツ
ス
系
は
少
数
で
あ
る
と
す
る
が
、

ホ
ツ
ス
系
の
使
用
に
偏
在
性
が
存
す
る
、
則
ち
、
仏
典
型
乃
至
は
変

体
漢
文
型
の
訓
法
と
指
摘
さ
れ
る
オ
モ
フ
系
に
比
べ
て
漢
籍
型
の
訓

法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
ホ
ツ
ス
系
が
(
本
朝
文
粋
内
の
文
章
類
型

に
お
け
る
)
公
文
書
の
類
及
び
序
文
の
類
に
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
散
文
の
類
で
は
少
数
、
ま
た
仏
教
系
韻
文
の
類

に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

田
中
雅
和
(
一
九
九
二
)
で
は
変
体
漢
文
資
料
で
あ
る
将
門
記
や

江
談
抄
な
ど
数
種
の
資
料
に
お
け
る
「
欲
」
の
用
法
、
が
(
主
に
「
将
」

と
対
比
さ
せ
る
形
で
)
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
語
義
と
し
て
意
志
と
将

然
と
が
あ
る
こ
と
が
判
る
が
、
「
本
稿
で
は
訓
み
に
つ
い
て
は
特
に
詳

細
な
検
討
を
加
え
ず
」
と
い
う
方
針
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
和
訓
の

使
い
分
け
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
宇
都
宮
啓
吾
(
一
九
九
四
)
で
は
、
変
体
漢
文
訓
点
資
料
で

あ
る
天
理
本
日
本
往
生
極
楽
記
に
お
い
て
、
「
欲
」
は
願
望
の
用
法
で

ム
ト
オ
モ
フ
、
将
然
の
用
法
で
ム
ト
ス
と
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

-25-



指
摘
さ
れ
て
い
る
(
但
し
例
数
は
各
二
例
に
留
ま
る
)
。

子
康
(
一
九
九
六
)
で
は
古
事
記
に
お
け
る
「
欲
」
宇
の
語
義
に

つ
い
て
、
本
文
で
は
意
志
(
話
手
、
動
作
主
ど
ち
ら
も
)
を
専
ら
に

担
い
、
将
然
は
「
将
」
字
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
序
文
に
お

い
て
は
「
欲
」
も
将
然
の
意
味
で
の
例
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。近

年
の
研
究
で
は
、
柴
田
昭
二
・
連
仲
友
両
氏
の
一
連
の
希
望
表

現
に
つ
い
て
の
研
究
の
中
に
、
古
点
本
や
変
体
漢
文
資
料
を
扱
っ
た

も
の
が
あ
る
(
後
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
明
月
記
、
御
堂
関

白
記
、
古
事
談
な
ど
)
。
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
を
対
象
と

す
る
柴
田
・
連
(
二

O
O
四
)
で
は
、
願
望
の
場
合
に
ム
ト
オ
モ
フ

・
ホ
ツ
ス
と
訓
じ
、
将
然
の
場
合
に
ム
ト
ス
と
訓
ず
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
ム
ト
ス
の
加
点
例
に
願
望
の
も
の
が
本
当
に
無
い
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
窺
わ
れ
な
い
。
連
(
二

0
0
0
)
は

明
月
記
の
中
の
「
欲
」
字
の
用
法
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
で
あ
る
が
、

有
情
物
の
将
然
は
「
欲

1
之
間
/
処
/
時
」
に
多
い
と
い
う
指
摘
が

あ
り
、
「
時
間
を
表
す
形
式
名
詞
と
呼
応
し
て
類
型
化
の
傾
向
が
顕
著
」

と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
平
安
時
代
の
変
体
漢
文
解
読

に
焦
点
を
当
て
て
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
点
を
ま
と
め
る
と
、
主

に
次
の
二
点
に
な
る
と
考
え
る
。

変
体
漢
文
で
も
、
他
の
訓
点
資
料
と
同
様
に
、
将
然
の
用
法

の
「
欲
」
は
ム
ト
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
る
の
か
。

前
項
が
是
で
あ
る
場
合
、
ム
ト
オ
モ
フ
は
願
望
と
し
て
用
い

ら
れ
、
ム
ト
ス
は
願
望
と
将
然
と
区
別
な
く
用
い
ら
れ
る
の
な

ら
ば
、
願
望
の
場
合
に
ム
ト
オ
モ
フ
と
ム
ト
ス
は
ど
の
よ
う
に

区
別
し
て
用
い
ら
れ
る
の
か
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
「
棲
分
け
」

が
存
す
る
の
か
。

第
三
節

調
査
及
び
考
察

研
究
の
主
眼
が
変
体
漢
文
の
言
語
的
性
格
の
解
明
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
欲
」
字
の
訓
法
調
査
に
際
し
で
も
平
安

1
鎌
倉
初
期
に
訓
点
が

付
さ
れ
た
変
体
漢
文
を
主
た
る
対
象
と
し
た
。
変
体
漢
文
資
料
は
記

録
・
文
書
・
典
籍
の
い
ず
れ
に
も
存
す
る
が
、
平
安
時
代
の
記
録
資

料
に
訓
点
を
加
点
し
た
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
文
書
(
及
び
そ

れ
に
準
ず
る
往
来
物
)
と
典
籍
に
は
訓
点
資
料
が
現
存
す
る
(
使
用

資
料
及
び
そ
の
略
称
は
本
稿
末
に
一
覧
)
。
こ
う
し
た
資
料
に
お
け
る

加
点
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
欲
」
字
の
訓
法
を
探
ろ
う
と

試
み
た
。

な
お
変
体
漢
文
に
付
さ
れ
た
訓
点
は
そ
の
文
章
の
「
読
解
」
の
結

果
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
調
査
は
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
れ
が
「
書
記
」

さ
れ
た
際
の
記
主
の
意
図
し
た
訓
み
を
探
る
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

円。つ
臼



そ
の
書
か
れ
た
変
体
漢
文
を
、
例
え
ば
文
書
の
受
取
手
な
ど
、
「
読
み

手
」
が
ど
の
よ
う
に
解
し
た
か
と
い
う
こ
と
の
調
査
に
な
る
。

府
弟
一
ニ
欣
即
留
畑
一
泊
ハ

将
然
の
例

以
下
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
前
節
末
で
挙

げ
た
一
点
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
中
国
語
の
「
欲
」
に
古
来
、
願

望
と
共
に
将
然
の
語
義
が
あ
る
こ
と
は
、
牛
島
徳
次
氏
の
『
漢
語
文

法
論
古
代
編
』
(
史
記
・
漢
書
を
対
象
と
す
る
)
及
び
『
問
中
古

編
』
(
後
漢
書
・
三
国
志
な
ど
貌
晋
六
朝
時
代
の
文
献
を
対
象
と
す
る
)

に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
「
欲
」
は
能
願
動
詞
(
既
述
の
「
願
望
」
に

相
当
)
と
、
時
態
に
関
す
る
様
態
副
詞
(
「
将
然
」
に
相
当
)
と
の
二

用
法
で
立
項
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
量
れ
る
所
で
あ
る
が
、

『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
州
特
要
」
と
あ
っ
て
後
漢
書
や
唐
詩
の
例
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。

さ
て
、
前
節
で
紹
介
し
た
子
康
氏
に
よ
る
古
事
記
の
調
査
報
告
を

勘
案
す
る
と
、
変
体
漢
文
の
「
欲
」
字
に
は
将
然
の
用
法
が
な
い
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
(
同
じ
く
前
節
で
示
し
た
田
中
雅

和
、
宇
都
宮
啓
五
口
の
両
氏
の
論
考
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
)

変
体
漢
文
に
お
い
て
も
次
の
如
く
将
然
で
の
例
が
存
す
る
。

(
1
イ
)
雄
降
雨
、
不
幾
晴
止
、
其
潤
不
遍
、
横
殖
田
、
未
殖
之
田

皆
欲
損
云
々
、
(
左
経
記
・
長
元
五
年
六
月
七
日
)

(
1
ロ
)
市
今
年
大
会
殆
欲
断
絶
、
諸
国
会
料
庄
庄
多
以
顛
倒
之
故

也
、
(
興
福
寺
衆
僧
等
申
状
・
保
元
三
年
七
月
・
平
安
遺
文

M

ゆ凶斗)

(
1
ハ
)
病
駕
。
露
命
欲
消
云
々
。
(
類
緊
本
江
談
抄
第
六
・
四
十
三
)

変
体
漢
文
訓
点
資
料
に
お
け
る
将
然
の
例
を
探
し
た
。
将
然
は
主

体
が
人
間
で
あ
る
場
合
と
非
人
間
(
動
植
物
)
・
無
生
物
の
場
合
と
に

二
分
さ
れ
る
が
、
願
望
で
な
く
将
然
で
あ
る
こ
と
が
比
較
的
明
確
で

あ
る
の
は
後
者
の
場
合
で
あ
る
。
八
例
の
加
点
例
が
得
ら
れ
た
(
い

ず
れ
も
典
籍
)
。
以
下
に
全
例
を
示
す
〔
註
四
〕

0

(
2
イ
)
滅
身
之
歎
、
警
若
欲
開
之
嘉
禾
早
萎
、
将
耀
之
桂
月
兼
隠
、

(
真
本
将
門
記
さ
凶
)

い

ル

れ

じ

甘

い

そ

カ

ラ

ム

ト

ヤ

フ

ル

(
2
ロ
)
所
謂
、
蘭
花
欲
茂
秋
風
敗
之
。
(
楊
本
将
門
記
ば
ム
)

(
2
ハ
)
日
欲
没
時
、
・
・
・
(
観
智
院
本
注
好
選
・
下
出
斗
-
)

(
2
ニ
)
従
蓮
中
、
大
蜂
飛
来
、
欲
差
得
楽
止
之
目
一
。
(
金
剛
寺
本

注
好
撰
・
中
。
q

h

H

)

か

ト

げ

l
む
と

(
2
ホ
)
嘗
遇
風
波
¥
乗
l

船
欲
、
没
。
(
探
要
・
上
M

凶
斗
弘
)

ヲ

ク

の

の

」

γ
と

(
2
へ
)
即
謂
、
是
例
雷
欲
破
塔
也
。
(
探
要
・
下
M

斗
凶
)

に

せ

り

ャ

ト

wl
む
と

(
2
ト
)
数
日
迷
山
・
身
心
疲
i

極
、
祝
日
影
欲
入
、
宣
堪
行
歩
平
。

(
探
要
・
下
。
斗
⑤
)

か
シ

l
k
H

む

と

に

に

す

嘗
被
禁
獄
、
欲
命
終
・
時
護
一
心
諦
観
世
音
経
・
(
探

(
2
チ
)要

・
下

ω

ニJ
品
)

寸

i
ワム



い
ず
れ
も
ム
ト
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
五
五
〕
、
先
行
研
究

に
お
け
る
指
摘
が
変
体
漢
文
に
も
通
用
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
右
の
例
な
ど
よ
り
、
峰
岸
氏
が
述
べ
ら
れ
た
、
ム
ト

ス
が
「
下
位
に
あ
る
動
詞
の
漢
字
表
記
を
音
讃
す
る
際
に
採
ら
れ
る

訓
法
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
以
外
の
資
料
に

ま
で
一
般
化
は
で
き
な
い
こ
と
が
判
る
。

続
い
て
主
体
が
人
間
の
場
合
の
将
然
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
願

望
と
の
区
別
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
文
意
・
文
脈
か
ら
し

て
以
下
の
十
例
は
将
然
と
見
る
の
が
自
然
と
思
わ
れ
る
(
ロ
・
ハ
の

主
体
は
鳥
)
。

(
3
イ
)
読
書
・
不
息
¥
欲
眠
垂
以
錐
・
刺
股
・
不
臥
・
臭
、

注
好
選
・
上
a
q
a
)

ノ

ノ

ウ

ラ

ニ

ノ

ヲ

1ι
七

円

ム

ト

ヲ

シ

テ

(
3
ロ
)
か
時
有
一
烏
¥
至
大
海
浦
'
得
一
一
貯
ー
蛤
¥
欲
食
之
・
更
堅

不
得
其
内
肉
身
¥
(
観
智
院
本
注
好
選
・
下
己
主
い
)

(
3
ハ
)
(
烏
と
維
の
聞
に
生
れ
た
子
は
)
発
声
非
雄
・
非
烏
¥
若
州
問

鳴
母
音
・
其
父
烏
也
、
若
欲
鳴
父
音
・
其
母
国
也
。
(
観
智
院
本

注
好
選
・
下
己
主
い
)

l
i
y
h
r

卜

(
3
ニ
)
(
在
家
の
法
師
は
)
欲
云
在
家
・
其
体
法
師
也
。
欲
云
出
家
・

其
行
在
家
四
寸
(
観
智
院
本
注
好
選
・
下
凶
M
斗

M
)

l
L
Y
F
ム

ト

ク

テ

ア

カ

(
3
ホ
)
比
丘
取
欲
食
、
即
日
堅
閉
不
開
。
(
金
剛
寺
本
注
好
撰
・

中
M
-
q
H
)

(
観
智
院
本

ノ

ク

レ

テ

ユ

カ

ム

ト

エ

イ

テ

l
n
l

ト

ノ

ク

シ

テ

(
3
へ
)
和
上
云
、
「
・
・
・
吾
将
往
l

行
」
。
時
急
欲
往
一
。
比
丘
云
、
「
相
具

種
々
財
一
可
参
一
」
。
(
金
剛
寺
本
注
好
撰
・
中
民
q
N
)

(
3
ト
)
衆
生
欲
死
一
於
一
事
-
、
其
心
不
審
一
。
(
金
剛
寺
本
注
好
撰

-
下
法
斗

h
H
)

(
3
チ
)
伺
欲
還
時
、
諸
仏
、
化
本
羽
ー
翼
、
還
裟
婆
。
(
探
要
・
上
玉

斗

-

(

)

)

(
3
リ
)
(
禅
師
が
)
将
欲
著
・
帝
・
・
・
(
探
要
・
上
コ
守
∞
)

と

て

す

'

竹

E

む
と

(
3
ヌ
)
(
老
女
は
)
忽
!
爾
暴
ー
卒
。
玄
l

孫
欲
葬
・
死
女
尚
暖
、

(
探
要
・
下
立
ご
)

や
は
り
い
ず
れ
も
ム
ト
ス
と
訓
ん
だ
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(
3
ト
)

の
「
衆
生
欲
死
」
は
文
意
か
ら
し
て
願
望
と
は
考
え
難
い
も
の
で
あ

る。

(
3
へ
)
の
「
時
急
欲
往
」
は
、
単
な
る
願
望
で
な
く
行
動
に
移

し
て
い
る
か
ら
(
そ
れ
に
反
応
し
た
も
の
と
し
て
の
)
比
丘
の
発
話

に
繋
が
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
(
3
ヌ
)
も
同
様
で
あ
る
。

よ
っ
て
主
体
が
無
生
物
・
非
人
間
で
あ
っ
て
、
将
然
で
あ
る
と
明

確
に
判
る
も
の
や
、
主
体
が
人
間
で
も
文
意
・
文
脈
に
よ
っ
て
将
然

の
解
釈
が
自
然
な
も
の
に
つ
い
て
は
ム
ト
ス
が
選
択
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
窺
え
る
。

第
三
節
第
二
項

願
望
の
例

続
い
て
、
前
節
末
で
挙
げ
た
二
点
目
に
つ
い
て
検
証
す
る
が
、

口
H
Uつ臼

ま



ず
前
提
と
し
て
、
現
段
階
の
調
査
か
ら
は
、
ム
ト
オ
モ
フ
と
ム
ト
ス

の
訳
し
分
け
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
が
言
え
そ
う
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
如
き
例
に
明
示
的
に
現
れ
て
い
る
。

4 
イ

辻土
日

斑
足
王ノ
子ハ

欲L
登ト
天ノ
イ立ェ

先
殺
千
王
頚
。

(
真
本
将
門

記
ピ
凶
)

ハ

l
k
V
ム

ト

エ

ノ

ノ

タ

ヒ

ヲ

(
4
ロ
)
昔
斑
足
王
子
欲
登
天
位
、
殺
千
王
之
頭
。
(
楊
本
将
門

記
お
心
)

エ

フ

チ

カ

ム

ト

(
5
イ
)
外
道
身
子
頭
上
現
大
樹
一
欲
打
擢
其
頭
一
、

他
方
吹
却
。
(
観
智
院
本
注
好
選
・
中
高
斗
凶
)

ー
ル
』
同
チ
ム
ト

(
5
ロ
)
外
道
身
子
頭
上
現
大
樹
一
一
欲
ー
打
擢
其
頭
一
、

キ
サ
ケ
リ

他
方
吹
却
。
(
金
剛
寺
本
注
好
撰
・
中

zq凶)
毘
嵐
云
風
吹

毘
嵐
云
風
吹

右
の
如
く
、
同
一
書
・
同
一
箇
所
の
「
欲
」
字
が
、
点
本
に
よ
り

異
な
る
和
訓
を
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
将
門
記
の

真
福
寺
本
と
楊
守
敬
本
の
場
合
、
「
欲
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
七
例
あ
る
。

よ
っ
て
、
変
体
漢
文
の
願
望
用
法
の
「
欲
」
字
に
訳
し
分
け
の
絶

対
的
原
則
は
無
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
変
体
漢

文
資
料
に
お
け
る
願
望
用
法
の
「
欲
」
字
は
ム
ト
ス
と
ム
ト
オ
モ
フ

と
の
訓
み
替
え
が
読
者
(
乃
至
記
主
)
に
よ
っ
て
全
く
の
自
由
で
あ

っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
原
則
の
み
な
ら
ず
傾
向
す
ら
も
無
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

用
例
調
査
か
ら
は
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
願
望
を
示
す
明
確
な
文
意
・
文
脈
が
あ
る
場
合
に
は
ム
ト
オ

モ
フ
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

真
福
寺
本
将
門
記
の
「
欲
」
字
は
ム
ト
ス
が
優
位
で
あ
る
が
、
そ

の
中
で
ム
ト
オ
モ
フ
と
訓
じ
て
い
る
全
例
を
次
に
挙
げ
る
。

(
6
イ
)

ヨ

シ

カ

ヌ

ワ

ス

レ

ン

テ

ノ

ウ

ラ

ミ

ヲ

件
介
良
兼
不
二
忘
本
意
之
怨
一
、

尚
欲
遂
会
稽
之
心
一
。

(

]

(

〕

凶

)

(
6
ロ
)
妾
恒
存
真
婦
之
心
一
、
与
幹
l

明
一
欲
死
。
夫
則
・
・
・
(
ロ
C
)

(
6
ハ
)
夫
則
成
漢
王
之
励
、
将
欲
尋
楊
家
一
。
廻
謀
之
間
数
旬
相
隔
。

(
己
。
)

(
6

一一)
同将
者ハ円
安台テ僅ェ
自開テ
八 此
国由ヲ

(

凶

弓

)

兼テコヤ

答|フ妥lフ

領T筏ト
王。
城ヲ(

w 。、

(
6
ホ
)

願
望
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
や
す
い
例
が
並
ん
で
い
る
よ

う
で
は
あ
る
(
イ
・
ロ
・
ニ
)
。
楊
本
で
も
イ
・
ロ
・
ホ
が
や
は
り
ム

ト
オ
モ
フ
と
訓
ま
れ
て
い
る
(
ハ
・
ニ
は
該
当
箇
所
無
し
)
。
但
し
真

本
が
ム
ト
ス
と
す
る
も
の
の
方
は
願
望
の
解
釈
を
招
き
に
く
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
実
際
、
真
本
で
ム
ト
ス

と
訓
じ
て
(
対
句
表
現
の
中
で
、
も
う
一
方
で
ム
ト
ス
と
訓
む
加
点

が
あ
る
の
で
、
無
加
点
で
は
あ
る
が
ム
ト
ス
と
訓
ず
る
と
推
定
さ
れ

る
例
一
例
〈
凶
∞
ふ
〉
を
含
む
)
、
楊
本
に
も
該
当
箇
所
に
加
点
が
あ
る

比
較
的
、
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例
計
十
例
の
内
、
七
例
ま
で
が
楊
本
で
は
ム
ト
オ
モ
フ
と
加
点
さ
れ

て
い
る
(
真
本
と
楊
本
と
で
加
点
の
異
な
る
七
例
全
て
が
こ
の
パ
タ

ー
ン
で
あ
る
)
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
も
う
少
し
見
て
い
く
。
願
望
の
語
句
と
共
起

し
て
い
る
為
に
、
願
望
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
も
の
が
四
例
見
ら
れ

た
。
全
例
を
挙
げ
る
。

4

仲
凶
い

7
ハ

テ

カ

-

一

l
い
U什
ト

ケ

ム

ト

シ

ユ

ノ

ケ

ウ

ヲ

(
7
イ
)
羨
依
一
人
之
思
一
欲
遂
万
衆
之
交
一
、
(
高
山
寺

-ua)

の

に

に

は

ク

に

る

シ

'l』

(
7
ロ
)
是
故
如
来
告
身
子
・
言
、
「
舎
利
弗
当
知
、
我
本
立
誓

i

願、

ヒ

キ

と

の

を

ク

に

ラ

シ

メ

ム

ト

欲
下
令
一
切
衆
如
我
等
元
異
上
・
・
・
」
(
探
要
・
上
凶
q
N
)

(
7
ハ
)
妙
運
禅
師
者
・
・
・
謂
師
ー
友
・
日
、
「
我
以
請
経
力
・
、
生
兜
率

に

l
Lド
む

と

に

'

'

ナ

リ

ヤ

ヤ

内
院
¥
欲
値
慈
氏
尊
。
此
願
可
不
」
(
探
要
・
下

2
・】)

は
'lhv
か

む

と

を

を

「
・
・
・
願
欲
開
講
!
説
妙
法
」
(
探
要
・
下
以
守
斗
)

(
7

一一)
い
ず
れ
も
ム
ト
オ
モ
フ
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
う
し
た
語
句
の
共
起
は
な
い
が
願
望
で
あ
る
の
が
明
確
な

例
も
あ
る
。

(
8
)
 
弥
授
丁
寧
誠
一
欲
四
被
三
祈
一
一
成
就
之
由

(
高
山
寺
包
い
)

「
成
就
之
由
」
を
祈
る
の
は
記
主
で
は
な
く
宛
先
の
人
物
で
あ
る

の
で
、
明
ら
か
に
願
望
の
意
味
で
「
欲
フ
」
を
用
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
第
一
項
で
見
た
、
将
然
と
見
る
の
が
自
然
な
箇
所
で

は
ム
ト
ス
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
と
裏
返
し
の
現
象
で
あ
る
と
一
言
守
つ
こ

と
が
で
き
る
。

第
三
節
第
三
項

人
称

今
回
調
査
し
た
三
種
の
古
往
来
で
は
五
十
八
箇
所
の
「
欲
」
加
点

例
が
得
ら
れ
た
が
、
明
ら
か
に
ム
ト
オ
モ
フ
の
使
用
が
優
勢
で
あ
る
。

和
泉
往
来
で
十
九
例
中
十
七
例
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
十
二
例
中
十

例
、
雲
州
往
来
で
二
十
七
例
中
二
十
一
例
で
、
ム
ト
オ
モ
フ
と
加
点

さ
れ
て
い
る
。
典
籍
資
料
で
ム
ト
ス
と
ム
ト
オ
モ
ブ
が
半
々
乃
至
は

ム
ト
ス
が
優
勢
で
あ
る
の
に
比
較
す
る
と
、
顕
著
な
特
徴
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
古
往
来
が
手
紙
の
模
範
文
例
集
で
あ
り
、
文
中
の
「
欲
」

の
主
体
が
基
本
的
に
一
人
称
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
の
傍
証
と
し
て
、
古
往
来
中
に
加
点
の
あ
る
「
欲
」
で
主
体
が
三

人
称
か
と
見
ら
れ
る
次
の
二
例
(
全
例
)
で
は
ム
ト
ス
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

(
9
イ
)

ト

ノ

い

い

ア

ラ

ソ

ハ

ン

ト

ホ

コ

ヲ

ニ

ダ

イ

カ

一

フ

シ

テ

ヲ

ア

ヒ

イ

サ

フ

外
村
欲
レ
争
レ
鉾
之
処
清
太
等
曝
レ
目
相
叱
、

--、、
各吾
?:耳

州、|

嘘ロ∞
噸コて?
掴1 0

尽;
欲|ス

帰:

(
9
ロ
)

(
雲
州
ま
ご
)

こ
の
傾
向
を
典
籍
資
料
で
も
検
討
し
て
み
る
。
将
門
記
は
全
例
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人
称
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
使
用
で
き
な
い
が
、
金
剛
寺
本
注
好

撰
は
一
人
称
の
例
が
三
例
あ
る
。
こ
の
内
(
叩
ロ
・
ハ
)
は
ム
ト
オ

モ
フ
で
あ
る
。
(
叩
イ
)
は
ン
テ
と
加
点
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
シ
テ

の
誤
点
で
あ
れ
ば
ム
ト
ス
の
例
と
な
り
、
例
外
と
な
る
(
こ
の
例
に

つ
い
て
は
次
項
参
照
)
。

ニ

カ

ノ

ヒ

ヲ

l
v
v
ト

ヲ

レ

リ

ノ

エ

(
叩
イ
)
為
叶
衆
生
楽
、
欲
出
王
宮
一
入
利
生
道
一
。

レ

テ

ヲ

l
p
ト

ヲ

(
叩
ロ
)
吾
切
千
人
指
一
、
欲
得
王
位
一
。
(
中
斗
q
a
)

(
叩
ハ
)
常
心
中
思
様
、
「
:
・
一
生
之
問
、
日
々
欲
奉
供
養
一
」

斗

∞

)

(

中

寸

守

凶

)(
中
広

尤
も
、
一
人
称
以
外
で
ム
ト
オ
モ
フ
と
訓
じ
た
例
も
玉
例
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
こ
の
説
話
に
お
い
て
記
主
が
所
謂
「
神
の
視
点
」
に

立
っ
て
お
り
、
自
分
以
外
の
人
物
の
心
内
を
も
把
握
し
て
い
る
と
い

う
特
別
な
状
況
(
文
書
で
は
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
)
に
因
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

観
智
院
本
注
好
選
で
は
一
人
称
の
例
が
一
例
あ
る
。
や
は
り
ム
ト

オ
モ
フ
と
訓
じ
て
い
る
。

(
日
)

タ

テ

ヲ

l
L
V
ヲ
ウ
タ
ム
ト
カ

子
思
惟
「
得
銀
・
欲
報
父
敵
・
」
。
(
上
ば
=
)

な
お
三
人
称
で
ム
ト
オ
モ
フ
と
訓
じ
た
例
も
四
例
見
ら
れ
る
。

続
い
て
探
要
法
花
験
記
で
は
、
一
人
称
の
例
が
五
例
見
ら
れ
る
。
(
ロ

ハ
・
ホ
)
が
ム
ト
ス
で
あ
る
以
外
は
ム
ト
オ
モ
フ
と
な
っ
て
い
る
(
(
ロ

ハ
)
に
つ
い
て
は
(
附
イ
)
と
同
様
に
次
項
参
照
)
。
且
つ
一
人
称
以

外
に
ム
ト
オ
モ
フ
と
加
点
し
た
例
は
な
い
。

の

に

に

は

ク

に

る

(
ロ
イ
〈
日
(
7
ロ
)
〉
)
是
故
如
来
告
身
子
・
言
、
「
舎
利
弗
当
知
、
我
本
立

を

ヒ

キ

と

の

を

ク

に

ラ

シ

メ

ム

ト

誓
ー
願
、
欲
下
令
一
切
衆
如
我
等
元
異
ヒ
・
・
・
」
(
上

M

q

M

)

に

の

を

(
ロ
ロ
〈
H
(
7

ハ
)
〉
)
妙
運
禅
師
者
・
・
・
謂
師
友
・
目
、
「
我
以
諦
経
力
・
、

の

に

l
h
む

と

に

ナ

リ

ヤ

ヤ

生
兜
率
内
院
・
、
欲
値
慈
氏
尊
。
此
願
可
不
」
(
下

2--)

て

付

随

と

す

を

(
ロ
ハ
)
比
丘
重
目
、
「
我
今
欲
還
・
不
知
方
i

隅
、
云
何
」
(
下
@
三
。
)

は
l
b
v
か
む
と

(
ロ
ニ
〈
H
(
7

ニ
)
〉
)
「
・
・
・
願
欲
開
講
l

説
妙
法
」
(
下
M
a
q

斗)

.件

γ
む

と

を

は

(
ロ
ホ
)
ア
・
・
今
蒙
聖
人
恩
・
、
欲
離
此
苦
。
願
・
・
・
」

(
下
回
q

h

F

)

以
上
よ
り
一
人
称
に
お
い
て
ム
ト
オ
モ
フ
が
選
択
さ
れ
易
い
と
い

う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
古
往
来
に
お
い
て
は
こ
れ
と
裏
返
し
の
現
象

と
し
て
三
人
称
の
場
合
に
ム
ト
ス
が
選
択
さ
れ
易
い
が
、
典
籍
に
お

い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
は
な
ら
な
い
。

な
お
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
も
、
ム
ト
オ
モ
フ
は
一
人
称
の
例
が

一
了
三
人
称
に
抜
き
ん
で
て
多
く
、
ム
ト
ス
は
三
人
称
の
例
が
最
も

多
く
一
人
称
の
例
も
一
定
数
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
高
橋
敬
一
(
一

九
八
九
)
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

円
台
U



笹
川
三
節
-
第
一
四
項

切
れ
続
き

最
後
に
切
れ
続
き
に
注
目
す
る
。
「
返
来
申
云
、
『
能
通
郎
等
佐
時

家
切
了
、
今
能
通
家
制
矧
』
判
旬
、
・
・
・
驚
奏
事
由
井
遣
右
衛
門
尉
維
弘

・
為
時
等
」
(
御
堂
関
自
記
・
寛
弘
四
年
正
月
九
日
)
の
よ
う
に
「
欲
」

l

i

l

-

-

'

'

j

(

岡
山
)

を
含
む
文
節
で
文
が
切
れ
る
も
の
と
、
「
天
晴
、
欲
参
内
問
、
人
夢
相

不
宜
者
、
不
参
」
(
同
・
寛
弘
元
年
十
月
六
日
)
の
よ
う
に
次
の
文
に

続
い
て
い
く
も
の
と
が
あ
り
、
こ
の
区
別
は
訓
点
に
よ
る
語
形
表
示

、
が
あ
る
場
合
に
一
層
明
瞭
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
ム
ト

オ
モ
フ
は
切
れ
る
場
合
に
、
ム
ト
ス
は
続
く
場
合
に
用
い
ら
れ
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
。

------------
切れる/オモフ 続く/ムトス 言十

和泉往来 16/16 2/2 18/18 I 

高山寺本古往来 9/10 1/2 10/12 I 

雲州往来 19/21 4/5 23/26 
真本将門記 5/5 5/12 10/17 
楊本将門記 10/11 4/6 14/17 

観智院本注好選 5/5 7/10 12/15 
主同IJ寺本注好撰 8/8 6/8 14/16 I 

探要;去花験記 2/2 6/14 8/16 

74/78 35/59 109/137 

和
泉
往
来
で
は
、
ム
ト
ス

の
加
点
例
は
二
例
中
二
例
で

続
い
て
い
る
。
ム
ト
オ
モ
フ

の
加
点
例
は
十
六
例
中
十
六

例
で
切
れ
て
い
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、

ム
ト
ス
の
加
点
例
は
二
例
中

一
例
で
続
い
て
い
る
。
ム
ト

オ
モ
フ
の
加
点
例
は
十
例
中

九
例
で
切
れ
て
い
る
。

雲
州
往
来
で
は
、
ム
ト
ス

の
加
点
例
は
玉
例
中
四
例
で
続
い
て
い
る
(
な
お
例
外
と
な
る
切
れ

て
い
る
一
例
は
、
前
項
に
て
ム
ト
ス
が
出
易
い
と
し
た
三
人
称
の
例
)
。

ム
ト
オ
モ
フ
の
加
点
例
は
二
十
一
例
中
十
九
例
で
切
れ
て
い
る
。

真
本
将
門
記
で
は
、
ム
ト
ス
の
加
点
例
は
十
二
例
中
五
例
で
続
い

て
い
る
。
ム
ト
オ
モ
フ
の
加
点
例
は
五
例
中
五
例
で
切
れ
て
い
る
。

楊
本
将
門
記
で
は
、
ム
ト
ス
の
加
点
例
は
六
例
中
四
例
で
続
い
て

い
る
。
ム
ト
オ
モ
フ
の
加
点
例
は
十
一
例
中
十
例
で
切
れ
て
い
る
。

観
智
院
本
注
好
選
で
は
、
ム
ト
ス
の
加
点
例
は
十
例
中
七
例
で
続

い
て
い
る
(
例
外
三
例
は
い
ず
れ
も
主
体
が
三
人
称
で
あ
る
)
。
ム
ト

オ
モ
フ
の
加
点
例
は
五
例
中
五
例
で
切
れ
て
い
る
。

金
剛
寺
本
注
好
撰
で
は
ム
ト
ス
の
加
点
例
は
八
例
中
六
例
で
続
い

て
い
る
(
こ
の
内
一
例
は
前
項
(
叩
イ
)
。
ま
た
例
外
の
二
例
は
い
ず

れ
も
将
然
)
。
ム
ト
オ
モ
フ
の
加
点
例
は
八
例
中
八
例
で
切
れ
て
い
る
。

探
要
法
花
験
記
で
は
ム
ト
ス
の
加
点
例
は
十
四
例
中
六
例
で
続
い

て
い
る
(
こ
の
内
の
一
例
は
前
項
(
ロ
ハ
)
。
ま
た
例
外
の
八
例
中
四

例
は
将
然
)
。
ム
ト
オ
モ
フ
の
加
点
例
は
二
例
中
二
例
で
切
れ
て
い
る
。

上
の
表
は
以
上
の
結
果
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
原

則
と
呼
ぶ
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
傾
向
と
し
て
は
認
め
て
良
い
も

の
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
ム
ト
オ
モ
フ
訓
が
付
さ
れ
た
「
欲
」
七
十

八
例
中
七
十
四
例
で
文
が
切
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
文
の
切
れ
目

と
ム
ト
オ
モ
フ
訓
と
に
は
強
い
関
連
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
生
じ
る
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
欲
A
市

つ白qd
 



B
」
の
よ
う
に
文
中
に
「
欲
」
が
来
る
と
(
則
ち
続
い
て
い
く
場
合
)
、

「
A
し
よ
う
と
す
る
と
(
し
よ
う
と
し
た
、
が
)

B
と
な
っ
た
」
の
よ

う
な
解
釈
を
生
み
易
く
、
文
末
で
用
い
ら
れ
る
よ
り
も
将
然
的
に
解

釈
さ
れ
、
ム
ト
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
易
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
節

ま
と
め
と
課
題

前
節
で
述
べ
た
「
欲
」
訓
法
に
関
す
る
諸
々
の
傾
向
は
次
の
よ
う

に
ス
ケ
ー
ル
化
で
き
る
。
下
部
の
丸
括
弧
の
数
字
は
対
応
す
る
用
例

番
号
で
あ
る
。

+ 
明
ら
か
に
願
望
〔
ム
ト
オ
モ
フ
〕

O
「
願
」
の
如
き
語
句
が
共
起
。

(
7
)

....c:::::ご==コ巴=:::::=-

O
文
脈
的
に
願
望
。
へ
8

O
文
末
に
来
る
。
(
第
三
節
第
四
項
)
/
一
人
称
で
あ
る
。
(
叩

1
ロ)

O
文
中
に
来
る
。
(
第
三
節
第
四
項
)
/
二
・
三
人
称
で
あ
る
。

(
9
)

O
文
脈
的
に
将
然
。
へ
3

O
主
体
が
無
生
物
・
非
人
問
。
へ
2

明
ら
か
に
将
然
〔
ム
ト
ス

こ
の
ス
ケ
ー
ル
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
手
順

を
踏
ん
で
例
数
表
を
作
成
し
た
。

ム
ト
オ
モ
フ
訓
が
出
易
い
と
し
た
一
人
称
の
場
合
を
「
+

1
」
、
ム

ト
ス
訓
が
出
易
い
と
し
た
こ
・
三
人
称
の
場
合
を
「
1
1
」
と
す
る
。

同
様
に
、
ム
ト
オ
モ
フ
訓
が
出
易
い
と
し
た
文
が
切
れ
る
場
合
を

「+

1
」
、
ム
ト
ス
訓
が
出
易
い
と
し
た
文
が
続
い
て
い
く
場
合
を
「
1

1
」
と
す
る
。

こ
れ
を
各
々
の
用
例
に
当
て
は
め
る
と
、
「
十

2
」「
0
」「
|
2
」

ク

テ

ヲ

の
い
ず
れ
か
の
値
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
子
思
惟
『
得
銀
・

l
Lド
ヲ
ウ
タ
ム
ト
カ

欲
報
父
敵
・
』
」
で
あ
れ
ば
、
「
欲
」
の
主
体
は
一
人
称
(
十

1
)

で
、
文
は
こ
こ
で
切
れ
て
い
る

(
+
1
)
為
、
こ
の
用
例
の
持
つ
数

値
は
「

+
2」
と
な
る
。

本
稿
の
主
張
に
よ
れ
ば
「

+
2
」
の
値
を
持
つ
用
例
は
極
め
て
ム

ト
オ
モ
フ
訓
が
出
易
く
、
「
ー
2
」
の
値
を
持
つ
用
例
は
極
め
て
ム
ト

ス
訓
が
出
易
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
何
例
が
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
を
資
料
毎
に
数
え
た
(
但
し
、
ホ
ツ
ス
の
例
と
、

将
然
・
願
望
が
明
確
と
し
た

(
2
・
3

・
7
・
8
)

の
諸
例
は
除
い

た
)
。
結
果
は
次
頁
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

総
計
を
見
る
と
六
十
五
例
中
六
十
二
例
(
約
九
十
五
・
四
%
)
が

符
合
し
て
お
り
、
資
料
毎
に
見
て
も
例
外
は
な
い
か
、
あ
っ
て
一
例

と
い
う
こ
と
が
判
る
。
願
望
・
将
然
に
加
え
、
人
称
と
切
れ
続
き
が

語
形
選
択
に
一
定
の
「
傾
向
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は

充
分
に
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
註
六
〕
。
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既
述
の
如
く
、
本
稿
で
は

資
料
上
の
制
約
に
よ
り
、
文

書
と
典
籍
の
み
を
調
査
し

た
。
よ
っ
て
今
回
の
調
査
結

果
を
古
記
録
に
も
敷
桁
可
能

か
と
い
う
の
が
注
意
さ
れ
る

所
で
あ
る
。
資
料
に
よ
っ
て

同
一
語
の
表
記
に
異
な
り
が

見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
は
峰
岸

明
氏
・
山
本
真
吾
氏
等
に
よ

り
夙
に
指
摘
が
あ
る
が
、
そ

う
い
っ
た
資
料
毎
の
相
違
が

「
訓
法
」
に
も
見
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
古
記
録
の
側
に
訓
点
資
料
が
現
存
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、

論
証
の
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
吉
野
政
治

(
一
九
八
八
)
に
お
け
る
、
「
而
」
の
用
法
が
古
記
録
と
文
書
(
官
符
)

で
共
通
す
る
と
の
指
摘
や
、
中
山
緑
朗
(
一
九
九
五
)
の
、
「
寄
事
於

左
右
」
「
事
若
有
実
」
の
よ
う
な
古
文
書
を
特
徴
付
け
る
と
さ
れ
る
語

句
が
古
記
録
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
「
基
本
的
な
和
製
漢
文
体

と
い
う
土
壌
は
共
通
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
(
一
一

O
頁
)
と

す
る
等
の
指
摘
も
あ
り
、
基
本
的
な
宇
で
あ
る
「
欲
」
の
訓
法
に
つ

い
て
も
、
古
記
録
と
文
書
・
典
籍
と
に
目
立
っ
た
相
違
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
当
座
の
稿
者
の
見
込
み
で
あ
る
。

--------オモフ1+2 ムトス1-2 計

和泉往来 16/16 0/0 16/16 
高山寺本古往来 7/8 。/0 7/8 

雲州往来 19/19 1/1 20/20 
真本1寺門記 0/0 4/4 4/4 
楊本将門記 0/0 4/5 4/5 

観智院本注好選 1/1 2/2 3/3 
金岡IJ寺本注好撰 1/1 2/2 3/3 
探要j去花験記 3/4 2/2 5/6 

言十 47/49 15/16 62/65 

最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
稿
者
の
当
面
の
関
心
は

平
安
鎌
倉
時
代
の
状
況
に
あ
る
が
、
通
史
を
描
く
な
ら
ば
山
田
孝
雄

(
一
九
三
五
)
や
門
前
正
彦
(
一
九
六
五
)
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

如
く
、
現
在
の
漢
文
訓
読
に
お
け
る
よ
う
な
ホ
ツ
ス
へ
の
一
元
化
が

い
つ
ど
の
よ
う
に
起
と
っ
た
か
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の

萌
芽
の
よ
う
な
も
の
が
鎌
倉
時
代
に
は
既
に
現
れ
て
い
る
可
能
性
を
、

(
一
二
九
二

正
応
四
年
本
釈
氏
往
来
の
加
点
状
況
(
ム
ト
ホ
ツ
ス
の
加
点
例
が
三

例
あ
る
)
や
、
日
蓮
遺
文
に
「
清
澄
山
に
於
て
仏
法
を
弘
め
、
道
善

1
1
1
1
1
'

二
二
七

O
)

御
一
房
を
導
き
奉
ん
と
欲
す
」
(
文
永
七
年
・
鎌
倉
遺
文

5
示
。
)
と
あ

る
こ
と
は
示
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

ホ
ツ
ス
に
つ
い
て
は
平
安
時
代
に
お
い
て
も
そ
の
選
択
基
準
が
問

題
に
な
る
が
、
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
の
は
僅
か
に
四
例
で
、
和

泉
往
来
、
雲
州
往
来
、
金
剛
寺
本
注
好
撰
、
観
智
院
本
注
好
選
に
各

一
例
と
、
点
在
し
て
い
る
。
且
っ
と
の
内
二
例
は
、
ホ
ツ
ス
訓
の
選

択
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
本
動
詞
用
法
で
あ
る
(
ム
ト
ス
は
選
び
得

な
い
し
、
ム
ト
オ
モ
フ
も
不
自
然
)
。
和
泉
往
来
の
一
例
は
「
長
匂

シ

フ

キ

ン

ヱ

イ

休

や

(

間

ヱ

詩
賦
吟
詠
、
欲
ニ
閉
こ
(
∞
ふ
)
と
い
う
も
の
で
本
動
詞
用
法
か
助
動
詞

用
法
か
不
明
で
、
且
つ
本
文
に
疑
問
が
あ
る
。
残
り
一
例
で
あ
る
金

剛
寺
本
注
好
選
の
例
は
左
訓
で
あ
る
(
後
筆
か
。
右
訓
は
オ
モ
フ
)
。

則
ち
助
動
詞
用
法
の
ホ
ツ
ス
に
つ
い
て
は
今
回
の
対
象
資
料
に
そ

の
確
例
が
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
山
本
秀
人
(
一

九
九
こ
に
お
い
て
、
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
の
ホ
ツ
ス
の
例
に
漢
籍

の
引
用
部
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
全
て
の
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例
が
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

に
関
連
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

ホ
ツ
ス
の
選
択
が
執
筆
意
図

稿
者
は
平
安
時
代
の
変
体
漢
文
の
言
語
の
性
格
に
つ
い
て
同
時
代

の
他
文
体
と
の
比
較
に
よ
り
検
討
を
進
め
て
い
る
が
(
田
中
〈
二

O

一
三
イ

1
ハ
〉
、
同
〈
二

O
一
四
〉
)
、
こ
う
し
た
研
究
も
変
体
漢
文
の

解
読
が
ま
ず
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。
則
ち
、
本
稿
の
如
き
訓
法
研
究

は
、
変
体
漢
文
の
語
葉
や
文
体
を
考
究
す
る
際
の
下
支
え
と
な
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
右
記
の
稿
者
の
研
究
と
密
接
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
。
今
回
は
「
原
則
」
を
見
出
せ
ず
「
傾
向
」
の
指
摘
に
留

ま
っ
た
が
、
他
語
の
様
相
等
に
つ
い
て
も
猶
探
っ
て
い
き
た
い
。

[
注
]

〔
一
〕
用
語
・
定
義
に
諸
説
あ
る
が
、
一
般
に
は
「
日
本
で
著
述
さ
れ
た
、
本

ワ
シ
ュ
ウ
'

来
の
漢
文
に
な
い
表
記
・
語
法
等
(
和
習
)
を
含
ん
だ
漢
文
」
を
指
し
て

言
う
。
和
習
の
具
体
的
な
在
り
方
を
御
堂
関
白
記
か
ら
挙
げ
る
と
、
①
語

順
、
例
「
弼
別
可
け
引
っ
つ
伐
封
両
側
パ
州
」
(
長
保
二
年
二
月
十
四
日
。
本

来
は
波
線
部
と
直
線
部
が
反
転
し
て
い
る
べ
き
)
、
②
語
法
、
例
「
来
月

可
レ
有
二
行
幸
一
由
被
レ
仰
」
(
問
。
「
被
」
を
受
身
で
な
く
尊
敬
の
意
味
で
用

I
l
l
l弘

い
て
い
る
)
、
③
宛
字
の
類
、
例
「
糸
星
見
事
無
レ
極
」
(
長
和
二
年
十
二

向
給

月
廿
二
日
)
、
④
仮
名
の
混
用
、
例
「
候
一
一
御
前
一
問
、
兵
部
卿
親
王
枇
杷

殿
お
は
し
ぬ
と
云
々
」
(
長
和
四
年
十
一
月
十
三
日
)
等
で
あ
る
。

こ
う
し
た
和
習
は
、
単
に
作
者
の
知
識
不
足
に
起
因
す
る
事
故
的
な
も

の
(
日
本
書
紀
に
お
け
る
も
の
等
が
そ
れ
に
相
当
し
よ
う
)
と
、
そ
も
そ

も
漢
字
を
専
用
に
し
て
日
本
語
文
を
書
き
記
し
て
い
る
が
故
の
、
必
然
的

な
も
の
と
に
二
分
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
者
に
あ
た
る
「
漢
字
専

用
で
、
漢
文
の
語
法
・
文
法
に
基
本
的
に
は
則
り
な
が
ら
、
適
宜
和
習
を

織
り
込
ん
で
日
本
語
を
表
記
し
た
文
体
」
が
国
語
史
学
に
お
い
て
扱
わ
れ

る
変
体
漢
文
の
典
型
で
あ
り
、
本
稿
で
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
変
体
漢
文

と
い
う
語
を
用
い
る
。
そ
れ
ら
は
文
書
・
記
録
と
い
っ
た
実
用
的
な
書
記

の
場
を
中
心
に
し
て
、
上
代
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
候
文
を
そ
の
末
商
と
し
て

一
千
年
以
上
も
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
語
史
上
最
も
長

命
の
書
記
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
共
に
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
完
全
に
滅
び
て
し

ま
っ
た
書
記
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
る
。

つ
ニ
「
そ
の
漢
字
に
封
躍
す
る
和
訓
の
う
ち
、
最
も
定
着
度
の
高
い
和
訓
の
こ

と
で
、
一
般
に
、
そ
の
漢
字
に
つ
い
て
直
ち
に
想
起
し
得
る
和
訓
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
(
峰
岸
〈
一
九
八
六
イ
〉
二
九
九
頁
)
。

〔
三
〕
当
然
な
が
ら
研
究
の
進
展
に
よ
り
「
訓
め
る
」
よ
う
に
な
っ
た
語
も
あ

り
、
例
え
ば
⑤
で
挙
げ
た
よ
う
な
「
之
」
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て

不
読
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
小
林
芳
規
(
一
九
五
九
)
に
よ
り
示

さ
れ
て
お
り
、
柳
原
恵
津
子
(
二

O
O
五
)
が
指
摘
す
る
御
堂
関
白
記
の

用
字
法
も
こ
れ
を
補
強
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

〔
四
〕
以
下
、
変
体
漢
文
訓
点
資
料
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
仮
名
点
を
片
仮
名
、

ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
に
よ
り
示
す
。
ま
た
、
論
旨
に
関
わ
ら
な
い
部
分
で

訓
点
を
一
部
省
略
し
て
い
る
。

〔
五
〕
ム
ト
ス
の
加
点
例
は
い
ず
れ
も
ム
ト
ホ
ツ
ス
で
あ
る
可
能
性
を
捨
て
き

れ
な
い
が
、
先
学
に
よ
り
仏
典
・
日
本
漢
文
・
変
体
漢
文
の
訓
点
は
オ
モ

フ
系
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
本
稿
第
二
節
)
と
、

日
本
漢
文
で
あ
る
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
を
見
て
も
基
本
的
に
ホ
ツ
ス
の
読
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添
え
語
は
マ
ク
乃
至
コ
ト
ヲ
で
あ
る
こ
と
、
ホ
ツ
ス
と
完
全
付
訓
し
た
例

が
今
回
の
調
査
範
囲
で
四
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
律
に
ム
ト
ス
と

推
断
し
て
い
る
。
な
お
本
稿
第
四
節
後
半
も
参
照
。

〔
六
〕
な
お
、
本
稿
の
二
つ
の
表
に
つ
い
て
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
有
意
水
準

1
%で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
。
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【
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、
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部
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(
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九
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)
ル
バ
パ
]
口
対
照
将
門

記
」
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訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
七
十
五
)
に
よ
り
、
適
宜
勉
誠
社
文
庫
(
真

福
寺
本
)
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
(
楊
守
敬
本
)
の
影
印
で
確
認
し
た
。

{
一
一
五
二
)

注
好
選
・
・
・
(
観
智
院
本
・
仁
平
二
年
)
東
寺
貴
重
資
料
刊
行
会
(
一
九
八
三
)

土
二

O
五
}

『
注
好
選
古
代
説
話
集
』
東
京
美
術
、
(
金
剛
寺
本
・
元
久
二
年
写
)

後
藤
昭
雄
(
一
九
八
八
)
『
金
剛
寺
本
注
好
撰
』
和
泉
書
院

{
一
二
三
七
・
一
二
三
八
)

醍
醐
寺
本
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要
法
花
験
記
・
嘉
禎
三
・
四
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写
{
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】
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馬
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九
八
五
)
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』
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点
資
料
以
外
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例
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挙
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変
体
漢
文
資
料
左
経
記
・
・
・
増
補
史
料

大
成
(
臨
川
書
庖
)
/
類
東
本
江
談
抄
・
・
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
(
岩
波
書

庖
)
/
御
堂
関
白
記
・
・
・
大
日
本
古
記
録
(
岩
波
書
庖
)

【
付
記
】
本
稿
は
平
成
二
十
五
年
度
東
京
大
学
園
語
研
究
室
会
(
六
月
十
六
日
、

東
京
大
学
山
上
会
館
)
に
お
け
る
問
題
の
発
表
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
質

疑
応
答
の
場
に
て
鈴
木
泰
、
金
水
敏
、
石
山
裕
慈
の
各
氏
よ
り
御
意
見
御
質
問

を
頂
戴
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
平
成
二
十
五
年
度
目
本

学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
研
究
課
題
「
変
体

漢
文
を
中
心
と
す
る
日
本
語
文
体
史
の
研
究
」
)
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※ 

た
な
か
そ
う
た

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
二
年
)
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